
 

令和 5年度 第 1回 保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会  

こども余暇部会（フレンドサポート事業実行委員会） 議事録 

日 時     令和 5年 6月 14日（水）11：00 ～12：00 

開催場所 保土ケ谷区社協 

出 席 者 区、ケアプラザ、支援学校、基幹相談、地域活動ホームなど 

欠 席 者  

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議 題 

１. 自己紹介 

 

２. 今年度 余暇関係事業 実施予定 

〇各支援機関から 

  ・“障害のあるこどもを持つ保護者の集まり”が諸事情により中断していたが、近々

再開予定。 

  ・ダウン症の児童を対象としたサークル活動を今月開催予定。 

上手くいけば定期で実施。 

  ・4月開所したばかり。保育園関係者の登録と施設利用が増えている。 

協働で事業を開催できればと考えている。 

  ・行事の実施状況がコロナ以前の状態に戻ってきた。 

修学旅行、校外学習、遠足など。 

   保護者有志で外部団体を呼んでのコンサート実施予定あり。 

   車椅子サッカーに関するイベント：リハセンと共同で実施検討中。 

  ・修学旅行、遠足、校外学習など、コロナ以前の状況に戻っている。 

   学校のプールが破損等により改修中。その為、プール学習は 9月から再開予定。 

   他、太鼓の体験会、フラップフットボール体験など 

  ・定期開催 『音と音楽で遊ぼう』 

   参加者が増えるよう、周知方法を検討していく。 

  ・地域住民向けの障害者理解、啓発に向けた取り組みを検討中。 

  ・発達に課題のある子を育てる親の相談・親子遊び 企画中。 

   他、太鼓の演奏、『ボッチャリング』など   

  ・毎月、余暇企画予定あり。 

   おもちゃ文庫：6月から通常通り利用スケジュールで再開している。 

   土曜日開催時の応募が少ない傾向にある。 

未就学児の参加が増えるよう、家族向けの企画を検討中。 

 

３. 今年度予算について 

  前年度 ほっとフレンズ：￥95000  外出企画：￥75000 

  今年度 ￥130000 × 年 3回 

  “地域への啓発”に力を入れた取り組みの実施 

⇒ボランティア講座などに予算の適用を。 

  

  7/30 ほっとフレンズ予算 ⇒ ￥130000で作成済み。 

  ボランティア向け研修会も実施予定。 

第１号様式 



  残り 2回の企画内容は“ボッチャ”か“外出”か検討中。 日程：11/26 3/24 

 

４. 実行委員会のあり方について 

 主目的は余暇関係の情報共有。更に有意義な開催方式を検討できないか。 

 （案）フレサポ参加機関で勉強会 

 〇地域への啓発も含めて、地域の人と“共に学ぶ”機会を作る 

  例：講師を呼んで勉強会 “参加機関＋地域の方”が参加。  

⇒予算の取り扱いは課題 

   ⇒ほっとフレンズの開催日程に併せて実施するのであれば、予算を取りやすく、

計画も立てやすい。 

 〇ボランティア参加者による経験談の共有、事例検討ができると更に良い。 

  ⇒CP利用者に参加呼びかけ。 

 （今年度中の実施に向けて） 

 ◎3月“ほっとフレンズ”参加ボランティア向け勉強会として開催する。 

 日程：2/3、4、11のいずれか 

講師：支援学校教諭 

内容：身体障害者のガイボラに向けた内容。（障害に合わせた注意点、車椅子操作等） 

 周知方法：CPを中心に各機関から。 

直接ボランティア登録者に声掛け、チラシ配布、等 

      CPから学生ボランティアへ呼びかけ 

 開催場所：区社協 

時間：午前中で 1時間半程度（講義 1時間、ワーク等 30分） 

 2/14の実行委員会は予定通り開催。振り返りの機会とする。 

 

５. その他 情報共有等 

 〇事業所情報の登録にご協力を。 

 〇こども余暇部会参画を表明した機関への対応について 

  ⇒実行委員会は現在の規模を維持。 

⇒“ほっとフレンズ”をはじめとした各企画への参加、協力をお知らせしていく。 

 

 

次回実行委員会：令和 6年 2月 14日（水）11：00～ 

場所：保土ケ谷区社協 

 


